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E 7
台所空間の評価に対する一考察

　　　　広島大教育　　岩重博文

m 白勺　台所空間における機能性はますます要求か強くなっていると考えられる。住宅

展示場やキッチンカタログに見られる台所は様々な要求に対応したものであろうが，これ

らを使用する立場と設計する立場とではその評価に差が生ずるであろうか？　ここでは，

これらの点に焦点をあて，従来の評価構造の研究手法にとらわれることなく分析する。多

様な個人の住環境評価構造をどのような構造モデルで表現できるか，これらについての傾
向を見出し，将来の設計指針とするものである。

ブ^包な　数名の被験者に基準を作らせ，多数の台所写真を分類させる。また，これらの

台所に対する評価と類似度を評定させる。このデータをもとに，本調査で使用する台所写

真を選定する。被験者に面接し，評価にかかわるコンストラクトを抽出する。このコンス

トラクトを検討し，本調査で使用する評価項目を決める。７段階評定により得られたデー

タを各被験者につきS A S統計パッケージで因子分析する。総合評価の傾向により類型化

される被験者グループごとに同様の分析を行い，台所に対する評価構造を検討する。

糸吉雪艮　被験者グループ別の評価構造について次のような結果を得た。1）主婦グルー

プでは「個性」，「色彩」，「清潔さ」，「素材」，「使いやすさ」の順に重視している。

また，現在の台所の短所を補いたい気持か因子として現れる傾向がある。2 ）建築系学生

グループでは「自然な感じ(温かみ，落ち着きを含む）」，「明るさ」，「個性」，「使

いやすさ」の順に重視している。3 )既婚男性グループでは「清潔さ」を重視している。

4 ）一般大学生グループは，インテリアとしての感覚で評価している。

E 8

家事支援型集合住宅居住世帯の家事サービス利用の実態と評価

　　　　　　　　　　　　　　　　奈良女大家政　　瀬渡　章子

　目　fl勺　　家族の小家族化，女性の社会進出などのライフスタイルの変化や地縁社会の

変化等によって今後,人々の住要求はますます多様化することか予想される。集合住宅に

おいてもこのような状況に対応した新しいタイプの共同利用施設・サービスを備える必要

があると考えられる。本研究は，一部の家事サービスを備えた民間分譲マンションについ

て，そこでのサービス利用の実態と入居者の評価を明らかにすることによって，今後の集

合住宅に備えるべき共同施設・サービスに関する基礎的知見を得ることである。

　方｀祐＆　　神戸市と伊丹市に立地する，新しいタイプの共同施設・サービスを備えた民

間分譲マンション２件について調査票留置法により調査を実施した。調査期間は,19 8

8年12月3日～７日。有効回収数は合計4 0 6票である。マンション規模は259戸と337

戸で，同一の会社が管理し，管理人の他に専任のサービス要員を９：3 0～2 1：００の

間，フロントに配置している。

　命吉丿艮　　①入居理由はマンションの立地による差が顕著で，周辺の生活利便施設が未

整備な場所では家事サービスへの期待が強い。②利用率の高いサービスは，「小荷物の留

守預かりJ「郵便書留の留守預かり」「D P E取次」「コピー」「日用品の買い置き販

売」で，立地およびサービスセンターの敷地内位置によって利用率に差がみられた。③世

帯別には単身者，夫婦のみの世帯の利用率が高い。共働き世帯は，配達物等の留守預かり

サービスの利用が多い。R一般の商業サービス利用については.主婦就労の有無別には利

用率に顕著な差異はみられず，家事サービスを求めるニーズは多様であるといえる。


